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2025 年 10 ⽉ 
座間市ゴルフ協会 理事⻑ 望⽉和雄 

 
10 ⽉ 20 ⽇受取⽂書「座間市ゴルフ協会様 20251020.docx」に対する返答 

 
ご返答ありがとうございます。10 ⽉ 20 ⽇付けで受取りました⽂書に対して、返答いたします。 
 
「１．規約細則第１項第３号の該当性について」 
上記「細則」については、私が保有している 2016 年 11 ⽉版の規約にも記載されておりますので、

承知しております。 
規約細則について、⾔及されていますが、⼀般的に細則とは本来本則を補⾜するためのものと理

解しています。本則に記載のない事項について、細則で拡⼤解釈を⾏うものとは考えておりません。 
今回、当該部分の細則については、本則の「(１) 加盟登録の⼿続き、並びに加盟⼊会⾦、登録料

は別に定める細則による。」という部分の補⾜と考えております。 
この本則の部分第 5 条から第 7 条について、団体加盟の際に地域団体の会員全員の個⼈情報を提

出しろという内容が含まれていると読み取ることは出来ないと思います。 
また、前回の返答⽂書にてお伺いしている団体加盟の際の状況・加盟⽂書、また会員全員の情報

を提出した記録などあれば、ご提⽰いただきたいと申し上げているのは、⼀度でも加藤様のおっし
ゃられている様な解釈を⾏ったかどうかという確認も含まれております。 

少なくとも、今現在の規約解釈から、その様な要件が含まれているとは考えておりません。 
ご確認いただきますよう、お願いいたします。 
 
「２．「第三者の該当性」について」 
前回の返答⽂書でも記載いたしましたが、第三者かどうかについては、まずそれぞれの団体にお

ける認識によるものと考えます。 
個⼈情報の「共同利⽤」と「第三者提供」というのは、全く別な事項であると考えております。 
個⼈情報の共同利⽤においては、前回の返答⽂書でも記載したとおり、個⼈情報収集の際に提⽰

した「個⼈情報の利⽤⽬的」に合致していないものについては、その要件を満たすことが出来ず、
共同利⽤は出来ないと考えます。 

加えて、第三者提供については、別途定めたプライバシーポリシーにて、それを⾏わないことを
当協会加⼊時に会員に約束しております。 

当協会において、個⼈情報の共同利⽤、第三者提供については、上記「個⼈情報の共同利⽤の要
件」、「当協会と会員の間で提⽰した第三者へ情報を提供しないという約束」の両⽅で問題があると
考えています。 



貴協会返答⽂書で述べられている「次に掲げる場合において、当該個⼈データの提供を受ける者
は、前各項の規定の適⽤については、第三者に該当しないものとする。」と⾔及されている点につい
ては、そもそも個⼈情報の「共同利⽤」の要件を満たしていないものと考えております。 

 
「３．今後の進め⽅について」 
前回の当協会返答⽂書でも説明いたしましたが、個⼈情報の利⽤⽬的については、具体的でない

利⽤⽬的に該当すると考えますので、「法第 17 条（第 1 項）」に抵触すると思われます。 
上記点からも、個⼈情報の提供⾃体が問題を発⽣させることになるとも考えます。 
貴協会と当協会で認識の⼀致を⾒ることが出来ないならば、もう少し公な場所などで議論・判断

を⾏う必要があると考えます。 
前回の返答⽂書で提案させていただいたものは、今回のやり取りをオープンとし、広く意⾒を伺

うということとなります。 
こちらについては、返答⽂書にて何も触れられておりませんが、貴協会の返答をお願いいたしま

す。 
 

 
本件についての問い合わせ先： 
座間市ゴルフ協会 理事⻑ 望⽉和雄 info@zama-golf.com / 090-1462-7070 
なお、多忙につき電話には出られないこともあります。その際は会話できる時間帯を事前にメール
などで双⽅で合意した後に、電話をいただければ幸いです。 
 
 

2025 年 10 ⽉ 21 ⽇ 
座間市ゴルフ協会 
理事⻑ 望⽉和雄 
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